
備 考

(0) (12)

0 3

(3) (4) (4) (0) (11) (0) (6)

(0) (6) (1) (0) (7) (0) (3)

4 4 0 11 0 6

経営学部経営学科

5

(5)

23

10

学習・教育開発センター

グローバル・ラーニング・センター

0

3

健康栄養学部管理栄養学科

23

(25) (19)

新 設 学 部 等 の 名 称

法学部
【Faculty of Law】

170
(200)

　　スポーツ科学科
　　【Department of
　　　Sport Science】

4

修業
年限

― ―

入学
定員

国際リベラルアーツ学部国際リベラルアーツ学科

講師

24

(8)

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

300
(270)

年 人

3 2 0

(3) (2) (0)

5 4 0

6 7 0

6 1

新
設
学
部
等
の
概
要

計
卒業要件単位数

山梨県甲府市酒折
二丁目4番5号

―

(25)

人
16

同上

該当なし

令和3年4月
第1年次

―

　学士(スポーツ科
　　　 学)
 【Bachelor of
　Sport Science】

680
(800)

教育
課程

合　　　　計

計

開設する授業科目の総数

3

(3)

科目

12

12

(12)

1

(1)

28 9

1

(1)(12)

(28) (9) (4)

人

(3)

4 3

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

大学全体の収容定員は変更せず、現状に即した形で、地域社会や国際社会に広く貢献できる人材の育成を実施するため、
２０２１年４月１日より法学部法学科とスポーツ科学部スポーツ科学科の収容定員変更を行う。法学部法学科において
は、志願者の進学欲求に応えるとともに、法学教育の充実に更なる貢献を果たすため、収容定員を増員（２７０人→３０
０人）し、スポーツ科学部スポーツ科学科においては、今後の教育課程の改定等を見据え、より効果的な教育効果を上げ
るため、収容定員を減員（２００人→１７０人）する。

大 学 の 目 的
本大学は、法令の定めるところに従い法学、経営学、栄養学、国際リベラルアーツ及びスポーツ科学の理論とその応用と
を教授研究し、広い教養と深い専門の知識をもつ有為の人材を養成することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ  ﾔﾏﾅｼｶﾞｸｲﾝﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

 山梨県甲府市酒折二丁目4番5号

新 設 学 部 等 の 目 的

 ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾔﾏﾅｼｶﾞｸｲﾝ

大 学 の 名 称

 大学の収容定員に係る学則変更

 山梨学院大学（Yamanashi Gakuin University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

 学校法人　山梨学院

65

9

(10) (5)

(11)

38

0 11

0

(0) (24)

(14)

(38)(44) (0)

(0)

44 0

(13)(24)

0 12

13

0

(53)

(32)

140

(0)

1

人
1

計助教

人人

(1)

0 97

教授

人

(16)

(10) (6) (7) (0) (23)

　　法学科
　　【Department of
　　　Law】

0

(5) (0)(23)

3 0 20

単位

兼 任
教 員 等

科目

8

准教授

4

(20) (0)

人

(3)

専任教員等

7

既

設

分

法学部政治行政学科

科目

演習

所　在　地
収容
定員

人年次
人

1,200
(1,080)

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

(1) (0)

0 25

助手

編入学
定　員

計

計

科目

新設学部等の名称
講義

新

設

分

スポーツ科学部スポーツ科学科

―

学　部　等　の　名　称

5

　　年　月
第　年次

令和3年4月
第1年次

　学士(法学)
 【Bachelor of
　 Law】

実験・実習

(0)

教

員

組

織

の

概

要

1953 25

(103)(141) (5)

(9)

(34)

32

(23)

24

23

10 5

(81) (3)

(0)

34

(97)

81

(65)

53 103

(5)

141

(4)

スポーツ科学部
【Faculty of Sport
  Science】

法学部法学科

1



共用先：山梨学院短期大学

《収容定員》

食物栄養科　200人

保育科　　　300人

（短大基準面積）

5,000㎡

共用先：山梨学院短期大学

（短大基準面積）

6,940.5㎡

職　　　種

99

専　　任 兼　　任

図
書
・
設
備

点

標本
図書

法学部法学科 法学部法学科

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常経費補助金、手数料収入、等。

室　　　数新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

事 務 職 員 14 113

50,264.48　　㎡ 校　　　舎

共　　用

実験実習室

法学部法学科

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

第３年次 第４年次

技 術 職 員

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

0

(14) (113)

人 人

0

計

(0)

0

9

(0)

0

(0)

人

(99)

(0) (0)

0

29,883.69　　㎡ 

専　　用

0　　㎡120,113　　㎡

47,189　　㎡

0　　㎡

共用する他の
学校等の専用

0　　㎡

204,193　　㎡

(122)

120,113　　㎡

9

(9)

108

(108)

0

0　　㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

室

251,382　　㎡

14,442.34　　㎡ 

0　　㎡

小 計

そ の 他 0　　㎡

204,193　　㎡0　　㎡

共　　用専　　用

0　　㎡

84,080　　㎡0　　㎡

47,189　　㎡

14

(14)

そ の 他 の 職 員

計

区　　　分

合 計

図 書 館 専 門 職 員

(0)

(0)(9)

0

面積

㎡

(14,442.34　　㎡)

学術雑誌

(29,883.69　　㎡)

室

演習室

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

教室等

400千円

第２年次

430千円

区　分

点

(5,938.45　　㎡)

5,938.45　　㎡ 

機械・器具視聴覚資料

体育館以外のスポーツ施設の概要

収 納 可 能 冊 数

室

点

第５年次 第６年次

図書館

計

面積

㎡

閲覧座席数

(50,264.48　　㎡)

体育館

語学学習施設

第５年次 第６年次

　―　千円

スポーツ科学部
スポーツ科学科

経費
の見
積り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

―

400千円

法学部法学科

第２年次

法学部法学科

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル

430千円 430千円 430千円

情報処理学習施設

新設学部等の名称

〔うち外国書〕冊 種

講義室

63,366千円 62,000千円 62,000千円 62,000千円 62,000千円 ―

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

法学部法学科

第１年次

―

400千円 400千円

第３年次 第４年次

― ―

6,641千円 6,500千円 6,500千円 6,500千円 6,500千円 ― ―

スポーツ科学部
スポーツ科学科

1,496千円 ―　千円 　―　千円

―

1,496千円 1,296千円 1,296千円 1,296千円 ―　千円

スポーツ科学部
スポーツ科学科

スポーツ科学部
スポーツ科学科

スポーツ科学部
スポーツ科学科

スポーツ科学部
スポーツ科学科

1,296千円 1,296千円 1,296千円

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）（　　　）

室
（補助職員　人）

室
（補助職員　人）

室

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕） （　　　）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　　〔　　〕）

251,382　　㎡

84,080　　㎡

計

計

0　　㎡

共用する他の
学校等の専用

122

2



修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　　政治行政学科

　　経営学科

　　法学科

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

同上

収容
定員

附属施設の概要

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

所　在　地

大 学 の 名 称

年 人

経営学部

※令和2年度より
学生募集停止

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

法学部

学 部 等 の 名 称

山梨学院大学大学院

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　学士(法学)4 270

年次
人

―

大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称

所　在　地

年 人 年次
人

大 学 の 名 称

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

山梨県甲府市酒折
二丁目4番5号

倍

同上 昭和37年度1,080

―

人

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

山梨学院大学大学院

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

1,200 　学士(経営学) 同上 昭和40年度

4 ― ―

　　管理栄養学科

国際リベラルアーツ学部

　　国際リベラルアーツ
　　学科

スポーツ科学部

　　スポーツ科学科

4 300 ―

3年次
10

― 平成3年度

既
設
大
学
等
の
状
況

2

平成27年度 同上

4 200 ― 800
学士(スポーツ科

　　　 学)
同上 平成28年度 同上

4 50 ― 200
　学士(国際リベラ
　　　 ルアーツ)

同上

同上

4 40

健康栄養学部

社会科学研究科
　　公共政策専攻
　　（修士課程）

食物栄養科

保育科

2 20 ― 40 　修士(公共政策) 0.35 平成7年度 同上

昭和23年度 同上

倍

2 100 ― 200
短期大学士

　　(食物栄養学）

山梨学院短期大学

学 部 等 の 名 称

1.31

1.32

1.09

0.69

1.15

同上150 ― 300
短期大学士

　　　　(保育学）
1.04 昭和42年度

定　員
超過率

開設
年度

人

定　員
超過率

開設
年度

同上 平成22年度 同上180 　学士(栄養学)

学士(政治行政
　　　 学)

該当なし

0.87

学位又
は称号

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1通 4 〇 2

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1前 2 〇 1

2前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2後 2 〇 1

1前・後 2 〇 1 1 兼3 オムニバス

2前 2 〇 2 1 オムニバス

2後 2 〇 2 1 オムニバス

1前・後 2 〇 兼1

1前・後 2 〇 兼1

1前 1 〇 12 4 3

1後 1 〇 14 3 2

－ 2 58 0 18 7 4 兼7

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（法学部法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

東洋史Ⅱ

論理学Ⅰ

論理学Ⅱ

法学（日本国憲法を含む）

経済学Ⅰ

経済学Ⅱ

備考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
生
「

基
幹
・
基
礎
」

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

倫理学Ⅰ

倫理学Ⅱ

歴史学Ⅰ

歴史学Ⅱ

東洋史Ⅰ

アクティブ・リーディングⅠ

アクティブ・リーディングⅡ

アクティブ・ライティングⅠ

アクティブ・ライティングⅡ

学びと社会のデザインⅠ

小計（24科目）

社会学Ⅰ

社会学Ⅱ

数学Ⅰ

数学Ⅱ

人間と科学Ⅰ

人間と科学Ⅱ

考古学Ⅰ

考古学Ⅱ

古代学Ⅰ

古代学Ⅱ

人文地理Ⅰ

学びと社会のデザインⅡＡ

学びと社会のデザインⅡＢ

コンピューターリテラシー

コンピュータースキルズＡ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

人文地理Ⅱ

－

文学Ⅰ

文学Ⅱ

東アジアの歴史と社会Ⅰ

東アジアの歴史と社会Ⅱ

日本文化交流Ⅰ

日本文化交流Ⅱ

音楽と文化Ⅰ

音楽と文化Ⅱ

青年と社会

生活世界の探究

文化人類学Ⅰ

文化人類学Ⅱ

学校と子どもⅠ

学校と子どもⅡ

教育と社会Ⅰ

教育と社会Ⅱ

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1

1・2前・後 2 〇 1

1通 2 〇 1

3・4通 2 〇 1

1後 2 〇 2 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1前・後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1 1

2前 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 1

2前 4 〇 1

1前・後 2 〇 1

1前・後 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 兼1

－ 0 124 0 8 7 2 兼16

1通 2 〇 12 1 5 兼1

2通 2 〇 1

－ 2 2 0 12 2 5 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1 1 兼1 オムニバス

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1 1 1 オムニバス

1・2後 2 〇 2 1 オムニバス

1・2後 2 〇 兼2 オムニバス

1・2前 2 〇 1

－ 0 16 0 6 3 3 兼3

1前 2 〇 1 1 兼1

1後 2 〇 1 1 兼8

2前 2 〇 1 兼1

2後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

　
　
　
　
総
合
基
礎
教
育
科
目

共
生
「

発
展
・
主
題
」

現代中国の政治

現代中国の社会・経済

生物と環境Ⅰ

生物と環境Ⅱ

宗教と人間Ⅰ

宗教と人間Ⅱ

ジェンダー論Ⅰ

ジェンダー論Ⅱ

食生活と健康

やまなし学

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ

科学史Ⅰ

科学史Ⅱ

自然の探求Ⅰ

自然の探求Ⅱ

実践キャリア論

実践キャリア論Ａ

実践キャリア論Ｂ

グローバル人材の形成

異文化コミュニケーションⅠ

異文化コミュニケーションⅡ

葡萄栽培とワイン醸造

キャリア形成論

キャリア開発Ⅰ

キャリア開発Ⅱ

ワークルール論：働くための基礎知識

就職とキャリア形成

国際ビジネス・コミュニケーションＢ

海外文化研修Ａ

日本の法と文化

日本の経済と社会

ピア・サポート論

国際教養セミナーＡ

国際教養セミナーＢ

国際教養セミナーＣ

国際コミュニケーションＡ

国際コミュニケーションＢ

国際ビジネス・コミュニケーションＡ

スポーツ心理学

小計（8科目）

スポーツと健康Ⅰ

スポーツと健康Ⅱ

小計（61科目） －
健

康

と

ス

ポ

ー

ツ

「

基

幹

・

基

礎
」小計（2科目） －

－

国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

健
康
と
ス
ポ
ー

ツ
「

発
展
・
主
題
」

スポーツと法

スポーツ経営学

スポーツ科学

スポーツ社会学

トレーニング論

スポーツ指導論

スポーツ医学

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

1前・後 2 〇 1 1 兼3

1前・後 2 〇 1 1 2 兼2

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

－ 0 24 0 3 3 4 兼13

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前・後 2 〇 1 5 兼1 オムニバス

1前・後 2 〇 1 4 兼1 オムニバス

1前 1 〇 1 1

1後 1 〇 1 1

2前 1 〇 1 1

2後 1 〇 1 1

1前 1 〇 1 1

1後 1 〇 1 1

2前 1 〇 1 1

2後 1 〇 1 1

1前・後 1 〇 1 兼2

1前・後 1 〇 1 兼2

1前・後 1 〇 3

－ 0 29 0 2 2 4 兼4

1前 2 〇 1 兼1

1後 2 〇 1 兼1

1前 2 〇 2

1後 2 〇 2

1前 2 〇 3 1 オムニバス

1後 2 〇 3 1 オムニバス

－ 12 0 0 5 1 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1 兼1

2後 2 〇 1 兼1

2前 2 〇 兼2

2後 2 〇 兼2

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 2

3・4後 2 〇 2

2前 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 1

憲法入門

憲法Ⅰ

法と政治入門Ａ

法と政治入門Ｂ

小計（6科目） －

憲法Ⅱ

憲法Ⅲ

行政法Ⅰ

行政法Ⅱ

民法ⅠＡ

民法ⅠＢ

民法ⅡＡ

民法ⅡＢ

企業法Ⅱ

企業法Ⅲ

中国語Ⅳ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

小計（12科目）

外
国
語
教
育
科
目

シ
ョ

ン
「

基
幹
・
基
礎
」

中国語Ⅲ

－

国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
「

発
展
・
主
題
」

強化英語Ⅰ

強化英語Ⅱ

強化英語Ⅲ

実用日本語ⅠＡ

実用日本語ⅠＢ

実用日本語ⅡＡ

小計（20科目） －

実用日本語ⅡＢ

日本語特講Ⅰ

日本語特講Ⅱ

アカデミック日本語ⅠＡ

アカデミック日本語ⅠＢ

アカデミック日本語ⅡＡ

アカデミック日本語ⅡＢ

キャリア日本語ⅠＡ

キャリア日本語ⅠＢ

キャリア日本語ⅡＡ

キャリア日本語ⅡＢ

日本語文法

日本語コミュニケーション

日本語語彙

企業法Ⅳ

刑法入門

刑法Ⅰ

刑法Ⅱ

民法ⅢＡ

民法ⅢＢ

民法ⅣＡ

民法ⅣＢ

企業法入門

企業法Ⅰ

刑法Ⅲ

刑事手続法入門

刑事訴訟法Ⅰ（捜査手続）

専
門
科
目
「

必
修
科
目
」

民法入門Ａ

民法入門Ｂ

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3・4後 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

4後 2 〇 3 オムニバス

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

2後 4 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

3・4前 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 4 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

1後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

2後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1 兼1

2後 2 〇 1 兼1

2後 2 〇 1

専
門
科
目
「

選
択
科
目
」

民事手続法Ⅰ

民事手続法Ⅱ

労働法Ａ

労働法Ｂ

国際法Ⅰ

国際法Ⅱ

刑事訴訟法Ⅱ（公判手続）

民事手続法入門

倒産法

法学総合

財政学Ａ

財政学Ｂ

教育法Ａ

教育法Ｂ

中国法Ａ

国際法Ⅲ

環境法Ａ

環境法Ｂ

日本法制史Ａ

日本法制史Ｂ

法哲学入門

国際公共政策Ｂ

国際私法Ａ

国際私法Ｂ

少年法

社会保障法Ⅰ

社会保障法Ⅱ

中国法Ｂ

自治体法Ⅰ

自治体法Ⅱ

国際政治

安全保障研究

国際公共政策Ａ

外交史Ｂ

国際関係史

民族関係学Ⅰ

民族関係学Ⅱ

近代ヨーロッパの社会

アジア共同体論

国際地域研究Ⅰ

国際地域研究Ⅱ

知的財産法

生命倫理と法

経済法

外交史Ａ

リーダーシップ実践

公務員の仕事

日本のビジネスⅠ

日本のビジネスⅡ

キャリア・デザインＡ

キャリア・デザインＢ

国際文化研究Ⅰ

国際文化研究Ⅱ

不動産取引と法Ⅰ

不動産取引と法Ⅱ

警察の研究

国際貿易と法

ビジネス・コミュニケーションＡ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3・4前 2 〇 1

1後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

3・4後 2 〇 1

2前 4 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2後 4 〇 1

2前 4 〇 1

2前 4 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3通 4 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

3・4後 4 〇 1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 兼1

3・4後 2 〇 兼1

3・4前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3・4前 2 〇 1

－ 0 264 0 26 4 3 兼15

2前 2 〇 6 1 兼2

2後 2 〇 6 1 兼2

3前 2 〇 17 1 1

3後 2 〇 17 1 1

4前 2 〇 18 1 1 兼2

4後 2 〇 18 1 1 兼2

－ 0 12 0 19 1 1 兼4

2通 4 〇 1

3通 4 〇 2

3通 2 〇 1

3通 2 〇 1 1 オムニバス

－ 0 12 0 4 2

3後 2 〇 1

3通 4 〇 1

マクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

日本政治史Ａ

日本政治史Ｂ

ビジネス・コミュニケーションＢ

産業と職業の研究

女性とキャリア形成

地域課題総合研究

地域課題実践研究

自治体行政学Ⅱ

政治過程論

地域政治論

経済原論

警察政策論

比較政治

生涯学習概論Ⅰ

生涯学習概論Ⅱ

生涯学習支援論Ⅰ

生涯学習支援論Ⅱ

政治学原論

自治体行政学Ⅰ

社会教育実践演習

地域おこしと生涯学習

生涯学習施設論

経済政策Ⅰ

経済政策Ⅱ

行政学

社会心理学

心理学概論

子どもの権利と社会教育

まちづくりと子ども

社会教育経営論Ⅰ

社会教育経営論Ⅱ

問題の探求Ⅱ

問題の探求Ⅲ

教育行政学Ⅰ

教育行政学Ⅱ

国際経済Ⅰ

国際経済Ⅱ

社会調査

問題の探求Ⅰ

インターンシップ（企業）

小計（124科目） －

専
門
科
目
「

演
習
」

演習Ⅰ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

小計（6科目） －
専
門
科
目
「

実
習
」小計（3科目） －

インターンシップ（公務）

演習Ⅳ

演習Ⅴ

演習Ⅵ

スポーツ・インターンシップ（長期）

観光インターンシップ（長期）

教
科
及

経済学

社会学

　
　
　
　
　
専
門
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2通 4 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

3通 4 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3通 4 〇 兼1

3通 4 〇 兼1

3通 4 〇 兼1

3通 4 〇 兼1

－ 0 0 34 2 兼6

3前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 1 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 1 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 兼2 オムニバス

2後 2 〇 兼1

4前 2 〇 1

4前 2 〇 1

4前 1 〇 1

4前 2 〇 1

2前 2 〇 1

－ 0 0 31 3 1 兼2

－ 16 541 65 48 13 18 兼61

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

　　　に授与する学位を併記すること。

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

教育心理学（中・高）

特別支援教育概論

教育課程論

－

合計（293科目） －

外国史

地理学

地誌学

び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

哲学

宗教学

社会科教育法

社会科・公民科教育法

小計（10科目） －

日本史

学位又は称号 学士（法学） 学位又は学科の分野 法学関係

教育実習研修

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

介護等体験実習（事前事後指導を含む）

小計（17科目）

教
職
専
門
科
目

道徳教育指導論（中）

総合的な学習の時間の指導法

特別活動論

教育方法論（中・高）

生徒指導・教育相談

進路指導論

学校と教育の歴史

教職概論

教育社会学（中・高）

（注）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】総合基礎教育科目を２８単位、外国語教育科目を４単位、
専門教育科目を９２単位（必修を含む）、総計として１２４単位として
いる。そのうち、総合基礎教育科目においては「基礎演習Ⅰ」、「基礎
演習Ⅱ」、「スポーツと健康Ⅰ」、専門教育科目においては「法と政治
入門Ａ」、「法と政治入門Ｂ」、「憲法入門」、「憲法Ⅰ」、「民法入
門Ａ」、「民法入門Ｂ」を必修とし、４年次における「演習Ⅵ」、「法
学総合」のいずれか１科目を選択必修としている。
【履修上限】１年生：４０単位、２年生：４４単位、３年生：４４単
位、４年生：４８単位

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

－ 0 26 0 4 1 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1 1 兼3 オムニバス

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

－ 0 52 0 3 3 2 兼12

1前 2 ○ 兼7

1後 2 ○ 兼7

2前 2 ○ 1 兼7

2後 2 ○ 1 兼7

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1日本語Ⅳ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（スポーツ科学部スポーツ科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

東アジアの歴史と社会Ⅰ

東アジアの歴史と社会Ⅱ

生物と環境Ⅰ

生物と環境Ⅱ

自然の探求Ⅰ

共
生
「

発
展
・
主
題
」

音楽と文化Ⅰ

音楽と文化Ⅱ

宗教と人間Ⅰ

宗教と人間Ⅱ

ジェンダー論Ⅰ

ジェンダー論Ⅱ

文学Ⅰ

文学Ⅱ

教育と社会Ⅱ

食生活と健康

青年と社会

生活世界の探究

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ

学校と子どもⅠ

学校と子どもⅡ

－

異文化コミュニケーションⅡ

異文化コミュニケーションⅠ

人間と科学Ⅰ

人間と科学Ⅱ

倫理学Ⅰ

倫理学Ⅱ

科学史Ⅰ

科学史Ⅱ

数学Ⅰ

数学Ⅱ

歴史学Ⅰ

歴史学Ⅱ

－

外
国
語
教
育
科

国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

自然の探求Ⅱ

学びと社会のデザインⅠ

教育と社会Ⅰ

英語Ⅳ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

小計（26科目）

総
合
基
礎
教
育
科
目

共
生
「

基
幹
・
基
礎
」

法学（日本国憲法）

経済学Ⅰ

経済学Ⅱ

小計（13科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 1 1 兼11

1通 4 0 0 〇 5 2 2 1

2通 4 0 0 〇 5 3 2

－ 8 0 0 1 5 2 3

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

－ 0 18 0 4 2

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 5 2

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

－ 0 18 0 7 1 2 兼1

1・2前・後 1 〇 1 1 兼1

1・2前・後 1 〇 兼1

1・2前・後 1 〇 兼1

1・2前・後 1 〇 2 兼1 オムニバス

1・2前・後 1 〇 1 1 オムニバス

1・2前・後 1 〇 1

1・2前 1 〇 兼1 集中

－ 0 7 0 2 3 1 兼4

1・2前・後 1 〇 兼1

1・2前・後 1 〇 兼1

1・2前・後 1 〇 2 オムニバス

1・2前 1 〇 2 1 オムニバス

1・2前・後 1 〇 1 1

1・2前 1 〇 兼1

1・2前・後 1 〇 1

－ 0 7 0 5 1 2 兼3

1・2前・後 1 〇 1

1・2後 1 〇 1

1・2前・後 1 〇 1

－ 0 3 0 2 1

1･2･3･4前 1 〇 1 1 集中

1･2･3･4前 1 〇 2 集中

1･2･3･4後 1 〇 1 1 集中

－ 0 3 0 2 2

3通 4 〇 11 8 1 3

4通 4 〇 1 7

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

スポーツ教育論

トレーニング論

体力論

スポーツバイオメカニクス

実技実習ａ４（陸上競技：短距離・跳躍・投てき）

実技実習ａ５（陸上競技：長距離）

スポーツ経営学

スポーツ社会学

スポーツ心理学

スポーツ政策論

野外活動・教育論

コーチング論（運動学、運動方法学を含む）

科
目

「

基
幹
・
基
礎
」

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ

小計（12科目） －

共
通
科
目

「

Ａ
群
」

スポーツ基礎演習

スポーツキャリア形成

小計（2科目） －

共
通
科
目
「

Ｂ
群
」

スポーツ史

スポーツ哲学（体育原理を含む）

小計（9科目） －

共
通
科
目
「

Ｃ
群
」

スポーツ医学

スポーツ傷害論

機能解剖学

情報処理（統計を含む）

スポーツ生理学

スポーツ栄養学

小計（9科目） －
共
通
科
目
「

Ｄ
群
・
ａ
科
目
群
」

実技実習ａ１（トレーニング／体つくり運動）

実技実習ａ２（ダンス）

実技実習ａ３（器械運動）

実技実習ａ７（スケート）

小計（7科目） －

実技実習ａ６（水泳・水中運動）

－

小計（7科目） －
共

通

科

目

「

Ｄ

群

・

ｃ

科

目

群
」

実技実習ｃ１（柔道）

実技実習ｃ２（レスリング）

実技実習ｃ３（空手道）

小計（3科目） －

共
通
科
目
「

Ｄ
群
・
ｂ
科
目
群
」

実技実習ｂ１（バスケットボール）

実技実習ｂ２（サッカー）

実技実習ｂ３（ラグビー）

実技実習ｂ４（ホッケー）

実技実習ｂ５（バレーボール）

実技実習ｂ６（テニス）

実技実習ｂ７（ソフトボール）

共

通

科

目

「

Ｄ

群

・

ｄ

科

目

群
」

実技実習ｄ１（野外活動：キャンプ）

実技実習ｄ２（野外活動：水辺）

実技実習ｄ３（野外活動：雪上）

小計（3科目）

コ
ー

ス

科

「

コ
ー

ス

共

スポーツ専門演習１

スポーツ専門演習２
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－ 8 0 0 11 8 1 3

2・3・4前 2 ○ 3 オムニバス

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 2 1 オムニバス

2・3・4後 2 ○ 2 兼1 オムニバス

2・3・4後 2 ○ 2 1 オムニバス

2・3・4後 2 ○ 1

－ 0 14 0 1 2 1 兼1

2・3・4前 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 2 1 オムニバス

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

3・4前 1 ○ 兼2 集中

－ 0 13 0 1 6 1 1 兼3

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

－ 0 20 0 2 5 1 2

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 兼1

2・3・4後 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

－ 0 14 0 1 1 1 兼1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

3・4後 2 〇 兼1

－ 0 14 0 2 1 兼1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1 集中

専
門
教
育
科
目

目通

」小計（2科目） －

コ
ー

ス

科

目

「

競

技

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

・

ａ

科

目

群
」

競技スポーツトレーニング論

競技スポーツデータ論

スポーツコミュニケーション論

競技スポーツ情報戦略論

障がい者競技スポーツ論

小計（7科目） －

競技スポーツマネジメント論

競技スポーツコーチング論

－

コ
ー

ス

科

目

「

競

技

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

・

ｃ

科

目

群
」

競技スポーツ演習１（マネジメント）

競技スポーツ演習２（バイオメカニクス）

競技スポーツ演習８（データサイエンス）

競技スポーツ演習９（運動の制御と学習）

競技スポーツ演習１０（チームマネジメント）

小計（10科目） －

コ
ー

ス

科

目

「

競

技

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

・

ｂ

科

目

群
」

競技スポーツ戦術論

競技スポーツ体力論

競技スポーツ傷害論

競技スポーツ技術論

競技スポーツ心理論

競技スポーツ栄養論

トレーニング指導実習

小計（7科目）

競技スポーツ演習３（ゲーム分析）

競技スポーツ演習４（体力）

競技スポーツ演習５（心理）

競技スポーツ演習６（傷害）

競技スポーツ演習７（トレーニング）

コ
ー

ス

科

目

「

生

涯

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

・

ａ

科

目

群
」

スポーツ文化論

スポーツ行政論

スポーツプロモーション論

地域スポーツ論

スポーツマネジメント論（スポーツマーケティング含む）

小計（7科目） －

スポーツビジネス論

スポーツメディア論

－

コ
ー

ス

科

目

「

生

涯

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

・

ｃ

科

目

生涯スポーツ演習１（スポーツプロモーション）

生涯スポーツ演習２（マネジメント）

生涯スポーツ演習３（地域スポーツ）

生涯スポーツ演習４（子どものスポーツ活動）

生涯スポーツ演習５（高齢者・要介護者のスポーツ活動）

コ
ー

ス

科

目

「

生

涯

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

・

ｂ

科

目

群
」

レクリエーション論

障がい者スポーツ論

健康体力論

子どもスポーツ論

健康心理論

高齢者スポーツ論（要介護者を含む）

運動処方論

小計（7科目）

生涯スポーツ演習６（野外活動・教育）

生涯スポーツ演習７（健康運動指導等研修（事前事後指導を含む））
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2・3・4後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 3 3 1 兼1

3・4通 4 ○ 1 1 オムニバス

3・4通 4 ○ 1 1 オムニバス

3・4通 4 ○ 1

3・4通 4 ○ 兼1

3・4通 4 ○ 兼1

3・4通 4 ○ 兼1

3・4通 4 ○ 2 オムニバス

3・4通 4 ○ 2 1 オムニバス

3・4通 4 ○ 1 1 オムニバス

3・4通 4 ○ 1

3・4通 4 ○ 1

3・4通 4 ○ 1

3・4通 4 ○ 1

－ 0 52 0 11 3 1 1 兼3

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4前 2 ○ 1

－ 0 14 0 2 4 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4後 2 ○ 1

3・4前 2 ○ 1

3・4前 2 ○ 1

－ 0 14 0 3 3 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 兼1

3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 〇 1 兼1 オムニバス

3・4前 2 〇 3 オムニバス

3・4前 2 〇 2 1 オムニバス

3・4前 2 〇 兼1

2・3・4前 2 〇 兼1

2・3・4後 2 〇 兼1

－ 0 18 0 1 4 1 兼2

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 兼1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

2・3・4前 2 〇 1

－ 0 16 0 1 3 1 1 兼1

2・3・4前 2 〇 1

2・3・4後 2 〇 1

インターンシップ１

インターンシップ２

キ

ャ

リ

ア

形

成

「

F

群

」

群
」生涯スポーツ演習８（スポーツメディア論）

種目別コーチング演習８（ホッケー）

種目別コーチング演習９（バレーボール）

種目別コーチング演習１０（ソフトボール）

種目別コーチング演習１１（柔道）

種目別コーチング演習１２（レスリング）

種目別コーチング演習１３（空手道）

小計（8科目） －

キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
「

Ａ
群
」

種目別コーチング演習１（陸上競技：短距離・障害）

種目別コーチング演習２（陸上競技：長距離・駅伝）

種目別コーチング演習３（水泳）

種目別コーチング演習４（スケート）

種目別コーチング演習５（バスケットボール）

種目別コーチング演習６（サッカー）

種目別コーチング演習７（ラグビー）

小計（13科目） －

キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
「

Ｂ
群
」

競技スポーツサポート演習１（マネジメント）

競技スポーツサポート演習２（バイオメカニクス）

競技スポーツサポート演習３（戦術・ゲーム分析）

競技スポーツサポート演習４（体力）

競技スポーツサポート演習７（チームマネジメント）

小計（7科目） －

競技スポーツサポート演習５（心理）

競技スポーツサポート演習６（傷害）

キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
「

Ｃ
群
」

生涯スポーツサポート演習１（スポーツプロモーション）

生涯スポーツサポート演習２（スポーツマネジメント）

生涯スポーツサポート演習３（子どもスポーツ）

生涯スポーツサポート演習４（高齢者スポーツ）

生涯スポーツサポート演習７（地域スポーツ）

小計（7科目） －

生涯スポーツサポート演習５（障がい者スポーツ）

生涯スポーツサポート演習６（野外活動・教育）

小計（9科目） －

キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
「

Ｅ
群
」

スポーツ英語ａ１（会話）

スポーツ英語ａ２（会話）

スポーツ英語ａ３（会話）

スポーツ英語ａ４（会話）

スポーツ英語ｂ１（読解）

スポーツ英語ｂ２（読解）

スポーツ英語ｂ３（読解）

キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
「

Ｄ
群
」

保健体育科教育法１（体育）

保健体育科教育法２（保健）

介護等体験実習（事前事後指導を含む）

保健体育科指導論

体育科内容・指導論１（体育理論）

体育科内容・指導論２（体育実技）

保健科内容・指導論

学校保健学（小児保健、精神保健、学校安全及び救急処置を含む）

衛生学（公衆衛生学を含む）

スポーツ英語ｂ４（読解）

小計（8科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－ 0 4 0 2

3前 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 1 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 1 〇 1

2前 2 〇 1

2前 2 〇 兼2 オムニバス

2後 2 〇 兼1

4前 2 ○ 3 1 1

4前 2 ○ 1

4前 1 ○ 1

4後 2 ○ 3 1 1

2後 2 ○ 1

－ 0 0 29 3 1 1 兼2

－ 16 367 29 24 4 14 3 兼38

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

　　　に授与する学位を併記すること。

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

小計（7科目） －
成

科

目

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

学校と教育の歴史

教職概論

教育社会学（中・高）

教育心理学（中・高）

特別支援教育概論

教育課程論

合計（199科目） －

学位又は称号 学士（スポーツ科学） 学位又は学科の分野 体育関係

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

教育方法論（中・高）

小計（16科目） －

教
職
専
門
科
目

道徳教育指導論（中）

総合的な学習の時間の指導法

特別活動論

生徒指導・教育相談

進路指導論

（注）

教育実習研修

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】総合基礎教育科目と外国語教育科目を２８単位、専門教育
科目の共通科目を４２単位以上、コース科目を２６単位以上、キャリア
形成科目を６単位以上、総計として１２４単位としている。そのうち、
専門教育科目においては、共通科目としてＡ群の「スポーツ基礎演
習」、「スポーツキャリア形成」を必修とし、Ｂ群を１０単位以上、Ｃ
群を１０単位以上、Ｄ群ａ科目を３単位以上、Ｄ群ｂ科目を３単位以
上、Ｄ群ｃ科目を１単位以上、Ｄ群ｄ科目を１単位以上、コース科目と
してのコース共通「スポーツ専門演習１」、「スポーツ専門演習２」を
必修とし、競技スポーツコースのａ科目を６単位以上、ｂ科目を６単位
以上、ｃ科目を６単位以上、生涯スポーツコースのａ科目を６単位以
上、ｂ科目を６単位以上、ｃ科目を６単位以上、キャリア形成科目を６
単位以上修得することとしている。
【履修上限】１年生：４０単位、２年生：４０単位、３年生：４０単
位、４年生：４４単位

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分
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令和2年度 ⼊学
定員

編⼊学
定員

収容
定員 令和3年度 ⼊学

定員
編⼊学
定員

収容
定員 変更の事由

⼭梨学院⼤学 ⼭梨学院⼤学

法学部 法学部
法学科 270 ー 1,080 法学科 300 ー 1,200 定員変更(30)
政治⾏政学科 0 ー 0 政治⾏政学科 0 ー 0

経営学部 経営学部
経営学科 300 ー 1,200 経営学科 300 ー 1,200

健康栄養学部 3年次 健康栄養学部 3年次
管理栄養学科 40 10 180 管理栄養学科 40 10 180

国際リベラルアーツ学部 国際リベラルアーツ学部
国際リベラルアーツ学科 50 ー 200 国際リベラルアーツ学科 50 ー 200

スポーツ科学部 スポーツ科学部
スポーツ科学科 200 ー 800 スポーツ科学科 170 ー 680 定員変更(△30)

3年次 3年次
計 860 10 3,460 計 860 10 3,460

⼭梨学院⼤学⼤学院 ⼭梨学院⼤学⼤学院

社会科学研究科　公共政策専攻（M） 20 40 社会科学研究科　公共政策専攻（M） 20 40

計 20 40 計 20 40

⼭梨学院短期⼤学 ⼭梨学院短期⼤学

⾷物栄養科 100 200 ⾷物栄養科 100 200
保育科 150 300 保育科 150 300

計 250 500 計 250 500

⼭梨学院短期⼤学（専攻科） ⼭梨学院短期⼤学（専攻科）

専攻科（保育専攻） 25 50 専攻科（保育専攻） 25 50

計 25 50 計 25 50

学校法⼈⼭梨学院　設置認可等に関わる組織の移⾏表
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